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鴇
三
段

開
か
れ
た
常
務
理
事
協
議
会

F
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▼
　
　
　
謳
　
・

．
，
　
　
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請

輔　
　
本
会
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
靖
国
神
社

　
を
巡
る
諸
問
題
に
重
大
な
る
関
心
を
払
い
、

　
憲
法
第
二
十
条
「
信
教
の
自
由
は
、
何
人
に

　
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
い
か
な
る
宗

　
教
団
体
も
、
国
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政

　
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
に

　
し
た
が
っ
て
、
「
靖
国
神
社
法
案
」
、
「
靖
国
三

脚
　
社
公
式
参
拝
」
に
関
し
、
過
去
五
回
に
亘
り

　
声
明
を
発
表
し
て
反
対
の
意
志
表
明
を
行
っ

常
務
理
事
協
議

　
七
月
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
「
芙
蓉
」
を
会
場
に
、
同
和
推
進

に
関
す
る
常
務
理
事
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
た
。

　
こ
れ
は
去
る
三
月
、
部
落
解
放
研
究
所
（
宗

教
部
会
）
よ
り
申
し
入
れ
の
あ
っ
た
「
業
論
に 会
開
く

同
和
委
員
と
協
議

つ
い
て
問
題
提
起
を
行
っ
て
ほ
し
い
し
と
い
う

要
請
に
本
会
が
ど
う
対
応
す
る
か
、
常
務
理
事

と
同
和
委
貝
が
協
議
を
行
う
た
め
に
、
開
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
協
議
会
は
若
槻
理
事
長
導
師
に
よ
る
三
帰
依
・

紬B
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齢

…
　
．
川
島
．
斎
藤
部
長
が
自
民
党
本
部
へ

餉
　
去
る
八
月
六
日
、
川
島
総
務
部
長
と
斎
藤
　
　
皆
根
康
弘
自
由
民
主
党
総
裁
・
内
閣
総
理
大
臣
あ

　
社
会
部
長
は
自
由
民
主
党
本
部
を
訪
ね
、
中
　
て
の
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
北
の
要
請
」
書
を

、
て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
．
　
る
「
信
教
の
自
由
駄
「
政
教
分
離
の
源
則
」
　
…

9
し
か
し
な
が
ら
昨
年
の
八
月
十
五
日
に
、

首
相
及
び
閣
僚
が
、
官
房
長
官
㊨
私
的
諮
問

機
関
で
あ
る
「
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題

に
関
す
る
懇
談
会
」
の
答
申
に
基
づ
き
、
靖

国
神
社
に
公
式
参
拝
を
強
行
し
た
こ
と
は
、

憲
法
の
精
神
を
解
釈
に
よ
っ
て
歪
曲
す
る
も

の
で
あ
り
極
め
て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
靖
国
神
社
は
、
明
白
に
宗
教
法
人
で
あ
り
、

戦
没
者
を
神
霊
と
し
て
祀
る
神
社
で
あ
り
、

純
然
た
る
宗
教
団
体
、
宗
教
施
設
で
あ
る
。
．

　
し
た
が
っ
て
、
こ
・
の
靖
国
神
社
に
首
相
及

び
閣
僚
が
公
式
参
拝
を
す
る
こ
走
は
、
そ
れ
．
．

が
い
か
な
る
形
式
で
あ
れ
、
憲
法
に
規
定
す

灘
詑
ゼ
轡
鐸
謡
講
…

　
疑
い
の
余
地
が
な
い
。

　
　
こ
こ
に
本
会
は
、
重
ね
て
首
相
及
び
閣
僚

　
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
に
関
し
反
対
の
声
明

：
を
発
表
す
乃
と
と
も
に
、
こ
の
公
式
参
拝
が

　
繰
り
返
し
行
な
わ
れ
な
い
よ
テ
強
く
要
請
す

　
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
六
十
一
年
八
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
自
由
民
主
党
総
裁

　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
中
曽
根
康
弘
　
殿

文
唱
和
で
始
ま
り
、
挨
拶
の
後
、
座
長
に
理
事

長
を
選
び
、
協
議
に
入
っ
た
。
最
初
に
北
角
同

和
委
貝
長
が
、
こ
の
協
議
会
が
開
か
れ
る
に
至

っ
た
趣
旨
を
説
明
、
大
山
同
和
推
進
部
長
が
事

務
上
の
経
過
報
告
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
約
三
時
筒
に
わ
た
っ
て
、
出
席
者
よ

り
質
問
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
宗
教
部
会

に
お
け
る
本
会
の
発
表
内
容
が
承
認
を
受
け
た
。

　
　
　
　
」
【
■
置
●
L
7
臨
置
■
置
7
」
7
B
8
B
濫
奮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
B

提
出
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
会
が
こ
こ
十
数
年
の
間
に
五
回

に
亘
り
「
靖
国
神
社
法
案
」
、
「
靖
国
神
社
公
式

参
拝
」
に
反
対
の
声
明
を
発
表
し
て
き
た
経
緯

を
ふ
ま
え
て
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

（
朝
枝
実
杉
溝
貝
長
）
が
決
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
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友永健三氏による基調講演

　
去
る
七
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
両
日
、

奈
良
県
天
理
市
の
天
理
教
・
第
三
八
母
屋
を
会

場
と
し
て
、
同
宗
連
（
同
和
問
題
に
と
り
く
む

宗
教
教
団
連
帯
会
議
）
に
よ
る
第
十
回
同
和
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
、
　
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
を
テ
ー

マ
に
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
神
道
、
諸
教
の

各
宗
派
・
．
教
団
（
同
宗
連
加
盟
の
三
十
七
団
体
）

か
ら
約
百
十
名
が
参
加
。
本
会
か
ら
は
、
瀬
戸

財
務
部
次
長
と
上
田
社
会
部
次
長
が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
に
続
い
て
、
友
永
健
三
氏
（
部
落
解

放
研
究
所
事
務
局
長
）
に
よ
る
基
調
講
演
。
題

は
「
部
落
差
別
の
現
状
と
宗
教
者
の
課
題
」
。

友
永
氏
は
、
こ
の
二
十
年
間
で
改
善
さ
れ
て
は

き
た
も
の
の
、
今
な
お
深
刻
な
形
で
存
在
す
る

部
落
差
別
の
実
態
を
い
く
つ
か
の
事
例
を
挙
げ

て
紹
介
し
、
部
落
解
放
基
本
法
制
定
の
必
要
性

を
訴
え
ら
れ
た
。
講
演
後
夕
食
を
は
さ
ん
で
、

　
　
3
7
団
体
、
百
唱
名
参
加

「
取
り
組
み
報
告
会
」
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、

高
野
山
真
言
宗
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
、
同

和
問
題
に
対
し
て
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

が
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
、
映
画
『
人
間
の
街
』

の
上
映
と
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
一
日
目
を
終
，

え
た
。

　
二
日
目
は
、
午
前
八
時
よ
り
分
散
会
。
約
十
・

名
ず
つ
十
の
部
屋
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
四
時
間
に
わ
た
っ

・
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
、
各
地
に
お
け
る
差

別
の
実
態
報
告
や
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
こ
で
の
模
様
や
話
し
合
い
の
成
果
は
、
昼
食

後
に
行
な
わ
れ
た
全
体
会
に
お
い
て
、
各
班
の

記
録
係
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

　
全
体
会
の
後
、
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
、
午
後

三
時
に
解
散
。
二
日
間
の
日
程
を
終
え
た
コ
短

い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
熱
意
と
あ
い

ま
っ
て
、
非
常
に
充
実
し
た
、
か
つ
意
義
の
深

い
研
修
会
で
あ
っ
た
。

…
「
い
の
ち
・
愛
・
人
…

…
権
展
」
　
池
袋
西
武
で
…

　
去
る
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
展
」
　
（
部
落
解
放
同
盟

中
央
本
部
・
部
落
解
放
研
究
所
・
松
本
治
一
郎

記
念
会
館
主
催
）
が
、
東
京
池
袋
の
西
武
百
貸

店
七
階
の
大
催
事
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
ゆ

本
会
も
こ
れ
を
後
援
し
て
い
る
。

「
　
〆

　
開
会
式
に
は
、
大
谷
光
真
部
落
解
放
基
本
法

鮒
定
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員
会
会
長
、

小
野
一
郎
同
宗
連
議
長
、
東
京
都
副
知
事
ら
も

臨
席
し
、
本
会
か
ら
は
、
野
口
．
事
務
総
長
、
大

山
同
和
推
進
部
長
、
石
川
財
務
部
長
が
出
席
し

た
。　
会
場
に
は
、
結
婚
差
別
で
生
命
を
断
っ
た
青

年
の
遺
書
、
部
落
地
名
総
鑑
、
差
別
落
書
き
等

々
の
展
示
が
あ
り
、
部
落
差
別
の
生
々
し
い
現

実
・
歴
史
を
知
ら
し
め
て
い
る
。

　
期
間
中
に
は
本
会
関
係
者
を
含
め
多
数
の
入

場
者
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
展
示
会
が
部
落
差
別

撤
廃
、
人
権
擁
護
の
推
進
へ
の
理
解
と
な
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
第
2
回
部
落
解
放
基

　
　
本
法
制
定
を
求
め
る

宗
教
者
総
決
起
集
会

〈
日
　
　
時
〉

昭
和
六
十
一
年
九
月
三
十
日
（
火
）

正
午
か
ら
午
後
四
時
ま
で

〈
会
　
　
場
〉

東
京
・
九
段
会
館

〈
主
　
　
題
〉

い
の
ち
あ
る
限
り
共
に
生
き
よ
う

〈
基
調
講
演
〉

広
瀬
呆

〈
証
　
　
言
〉

李
清
一

〈
記
念
講
演
〉

町
田
宗
夫

〈
問
い
合
せ
〉

全
仏
・
．
同
和
推
進
部

，
　
　
’

澱
戯灘

●商品番号K－210

厳（大）価格12，000円

●商品番号K－200

厳（小）価格10，000円

←掛け紐

●お問い合せ・懸

詞の窮門メーカー
部
㈹社

僧衣・和服用洋傘のご案内

溶着の美しさに、

洋傘の丈夫さと軽さを退紅、

風雅に仕上げました。
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「
席
貸
し
」
問
題
で
折
衝

国
税
庁
と
全
仏
委
員
ら

　
去
る
七
月
九
日
、
国
税
庁
に
お
い
て
「
席
貸

し
」
問
題
に
つ
い
て
の
折
衝
が
行
わ
れ
た
。

　
「
席
貸
し
」
問
題
と
い
う
の
は
、
昭
和
五
十

九
年
に
、
都
内
の
某
寺
院
が
本
堂
を
葬
儀
に
貸

し
、
そ
れ
が
席
貸
業
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
が
発
端
と
な
っ
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

　
全
仏
か
ら
は
、
長
谷
川
顧
問
弁
護
士
、
中
村

税
務
委
員
、
石
川
財
務
部
長
、
瀬
戸
同
次
長
、

国
税
庁
側
は
、
戸
島
法
人
税
早
々
長
補
佐
な

ら
び
に
成
松
法
人
税
課
審
査
係
長
が
出
席
し

た
。　
こ
の
折
衝
は
、
六
月
の
税
務
委
員
会
で
協
議

さ
れ
た
内
容
を
う
け
て
、
「
葬
儀
は
あ
く
ま
で
も

宗
教
活
動
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
お
い

て
も
収
益
事
業
と
し
て
扱
う
の
は
お
か
し
い
」

｝
低
7
醒
【
7
」
「
，
5
【
P
監
「
墜
5
」
7
臨
【
7

と
い
う
本
会
の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

基
本
法
制
定
要
求

第
五
波
中
央
集
会

　
　
数
千
人
が
参
加
し
て

　
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央

実
行
委
員
会
（
会
長
・
大
谷
光
真
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
門
主
）
主
催
の
第
五
波
中
央
集
会
が
、

去
る
七
月
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
の
中
央

区
中
央
会
館
で
約
千
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。　
中
央
集
会
は
午
後
二
時
に
て
終
了
し
、
た
だ

ち
に
全
国
の
差
別
事
件
報
告
集
会
に
移
行
し
て
、

最
近
の
各
地
で
の
部
落
差
別
の
実
態
に
つ
い
て

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

匹
『
じ
」
「
」
7
血
「
巳
7
塗
臨
7
」
「
」
7
匹
「
P
｝
」
7
』
「
じ
」
「
幽
7
」
「
レ
」
「
じ
」
7
墜
7
L
『
」
7
甑
「
，
」
「
」
「
盛
歪
7
儀
7
臨
「

　
第
十
九
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
左
記

の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
　
「
仏
と
酒
と
男
女
の
仲
」

　
　
　
　
凋
仏
教
倫
理
と
現
代
一

日
時
　
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
五
日
㈱

会
場
　
東
京
神
田
「
学
士
会
館
」
（
本
館
）

基
調
講
演
　
中
村
元
（
東
方
学
院
長
）

パ
ネ
ラ
ー
　
望
月
良
晃
（
立
正
大
学
仏
教
学

　
　
　
　
　
部
講
師
）

墾
公
開
シ
ン

璽
ポ
ジ
ウ
ム

バ
ネ
ラ
i
　
奈
良
康
明
（
駒
沢
大
学
副
学
長
）

　
　
　
　
　
花
山
勝
友
（
武
蔵
野
女
子
大
学

　
　
　
　
　
教
授
）

　
　
　
　
　
佐
伯
真
光
（
相
模
工
業
大
学
教

　
　
　
　
　
授
）
　
他

総
合
司
会
　
武
藤
義
一
（
埼
玉
工
業
大
学
学

　
　
　
　
　
長
）

　
先
着
二
〇
〇
名

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
．
　
、
噛

ρ
．
㌧

来
日
の
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ

殿
下
に
謁
見

大
使
公
邸
で

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下
を
囲
ん
で

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
た
め
の
団
体
「
ル
ン
ビ

ニ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
」
の
委
員
長
で
あ
る
ギ
ャ
ネ

ン
ド
ラ
殿
下
（
ネ
パ
ー
ル
、
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王

の
弟
）
が
来
日
さ
れ
、
七
月
二
十
三
日
午
前
十

時
に
、
ネ
パ
ー
ル
大
使
公
邸
（
東
京
・
目
黒
）

に
て
、
本
会
の
加
藤
海
晃
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日

本
仏
教
徒
委
員
会
実
行
委
員
長
、
小
田
原
四
界

同
総
務
部
会
長
、
事
務
総
局
よ
り
野
口
事
務
総

長
、
杜
多
国
際
文
化
部
長
、
小
峰
同
次
長
の
計

虚
名
が
謁
見
し
た
。

　
従
来
あ
っ
た
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
委
貝
会
（
ロ
ク
・
ダ
ル
シ
ャ
ン
委
員
長
）

は
解
散
し
、
新
た
に
「
ル
ン
ビ
ニ
i
・
ト
ラ
ス

ト
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
計
画
の
最
高
責
任
者
と
し

て
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下
は
、
　
「
今
後
ま
す
ま
す

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
計
画
の
推
進
に
努
力
し
て
い

き
た
い
θ
と
述
べ
ら
れ
た
。
最
後
に
、
本
年
十

月
に
開
催
さ
れ
る
第
十
五
回
W
F
B
ネ
パ
F
ル

大
会
で
の
再
会
を
約
束
し
て
謁
見
を
終
え
た
。

血
「
b
」
【
「
』
7
」
「
匹
「
」
「
奮
「
」
7
L
「
」
7
監
「
」
7
」
「
，
亀
「
隔
「
』
「
墜
「
塾
「
聖
「
墜
7
監
「
膨
」
「
▲
7
邑
「
，
」
7
，
」
「
」
7
」
「
臨
「
」
「
臨
膠
互
「
，
藍
「
隔
「
盛
「
」
「
臨
「
」
7

塾
置
7
塞
【
7
盛
【
7
■
【
7
ら
冒
直
7

11

獅
Q
7
日
か
ら
6
日
間

　
第
十
五
回
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
会
議
）
ネ

パ
ー
ル
大
会
が
、
W
F
B
ネ
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

主
催
の
も
と
に
、
本
年
十
一
月
二
十
七
日
よ
り

十
二
月
二
日
ま
で
の
六
日
間
、
ネ
パ
ー
ル
、
カ

ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

世
界
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
し
で
あ
る
。
第
六
回
W

F
B
Y
（
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
）
も
同
時
開

催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
盛
り

あ
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
十
五
回
W
F
B
ネ
パ
ー

ル
大
会
に
あ
わ
せ
て
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、

’
－
’
「
「

・
冒
三
号

一4一
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ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
。

　
W
F
B
ネ
パ
ー
ル
大
会
に
出
席
し
、
釈
尊
生

誕
の
聖
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
訪
ね
、
風
光
明
媚
で

名
高
い
ネ
パ
ー
ル
第
二
の
盆
地
ポ
カ
ラ
を
め
ぐ

る
な
ど
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た

ツ
ア
ー
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
第
十
五
回
W
F

B
ネ
パ
ー
ル
大
会
に
来
賓
と
し
て
招
待
さ
れ
て

い
る
阿
部
野
竜
正
全
戸
会
長
（
高
野
山
真
言
宗

管
長
）
も
同
行
さ
れ
る
。

ツ
ア
ー
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

　
全
仏
で
は
、
ツ
ア
ー
企
画
「
第
十
五
回
W
F

B
大
会
参
加
と
ル
ン
ビ
ニ
ー
参
拝
の
旅
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
日
程
等
ツ
ア
ー

の
要
領
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
部
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
電
話
　
〇
三
－
四
三
七
i
九
二
七
五

1・●●●・oo・●…　●●■●●●●●■●●♂

レ　　i

食事

垂：機内

9：ホテル

謝＝ホテル

匿：機内
夕：（変贔

明：ホテル

畳：ホテル

タ：ホテル

朝：ホテル

昼：機内

夕：ホテル

朝：ホテル

昼：ランチ
　ボックス

夕：ホテル

朝：ホテル

昼：機内
夕：ホテル

朝：ホテル

昼：レストラン

夕：レストラン

朝：ホテル

昼：機内

※i
W：
FiBi
大i
会i
開i
会i
式i
にi
公i
式i
に1
出i
席i
でi
きi
るi
のi
lキi

こi
りi

了i
器
i豪
i
l
i玄
i

京中央支社

第15回WFB大会参加とルンビニ参拝の簾

旅行期日／昭和61年11月25日（火〉～12月2日㈹〈8日間〉

旅行代金／おひとり様320，000円
募集人員／30名所（最少催行人員15名目）

募集締切日／昭和61年10月末日（但し、獺にな・）次第〆捌ま丸）

ご日程

、
o
●
・
●
…
●
●
．
o
o
・
・
．
航
●
●
・
・
．
・
●
●
●
●
●
■
●
●
o
●
●
●
●
o
●
o
●
●
●
●
●
●
●
●
●
o
●
●
●
●
●
●
●
o
●
●
■
●
●
o
●
o
●
o
●
●
o
●
●
o
●
●
●
o
o
・
●
●
・
●
●
・
●
●
●
●
●
●
●
・
●
・
…
．
・
●
．
●

＝

… 日次 早日働 地　名 現地時間 交通機関 予　　　　　定 食　事

：

●
0
・
O
●
O
●
●
O
●
●
0
●
●
●
O
O
●

1 11／25
@（火）

東京（成田）

oンコック

12：00

P7：55

航空機

（バンコックエアポートホテル泊）

昼：機　内

?Fホテル

：
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
● 2

11／26

バンコック　　　　儒カトマンズ

10：00

P4：00

航空機
齬pバス 着後：カトマンズ市内観光

朝＝ホテル

求F機　内
●
・
　
・
●
●
■
●
　
●
■
●

㈱
（カトマンズアンナプルナ泊）

夕再論

●
9
　
…
　
O
　
●
●

　　　　●Jトマンズ 午前中、自由行動 朝：ホテル

… 3
11／27

@㈱
午後：第15回WFB大会開会式参加 昼：ホテル

… 夕：ホテル
O
　
■
●
●
0
　
0

（カトマンズアンナプルナ泊）

量
航空機 朝：ホテル

・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
■
●
■

4
11／28

@翻

　　　　勒Jトマンズ
hハイルワ

泣塔rニ

専用バス

ルンビニ視察

@　　　　（ルンビニホテル泊）

昼：機　内

J：ホテル
： パイルワ
＝

●
●
●
0
0
●

バイルワ 専用パス
朝：ホテル

●
●
O
●
●
● 5

11／29 ボ　カ　ラ 昼：ランチ　ボックス

… ω （クリスタルホテル泊）

… 夕：ホテル

●
O
●
●
●
O

ボ　カ　ラ 航空機 朝：ホテル
… 6

11／30
　　　　圏Jトマンズ 航空機 昼：機　内

：
●
●
■
●
　
■
●

（日）

バンコック （バンコックシェラトンホテル泊） 夕：ホテル

●
O
　
●
　
O
O
●

バンコック 専用バス バンコック市内観光 朝：ホテル
O
●
・
●
●
●
●
● 7 12／1

水上マーケット、エメラルド寺院

､宮等
昼：レストラン

■
●
●
●
　
■
●

（月）

夕食は、さよならパーティ 夕：レストラン

●
●
・
　
・
●
●

（バンコックシェラトンホテル泊）

… バンコック 08：40 航空機 朝：ホテル
…
8
12／2 昼：機　内

： （火）

… 東京械田） 18：00 着後、解散
●

旧註意：発着時間、交通機関等は変更になることがございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　企画主催全日本仏教会
　　　　　　　　　　　　　　　　旅行主催　日本交通公社団体旅行東

一5一
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◎
…
も
◎
…

「一　
@
す
で
に
多
く
の
人
々
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う

　
に
、
部
落
差
別
の
歴
史
は
随
分
長
い
も
の
で

蒙
義
議
噛
難
徽

　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
人
間
の
作
っ
た
も
の
、
と

　
　
く
に
日
本
に
お
け
る
差
別
は
、
過
去
の
日
本

…
難
餉
簿
鷺
鐸
鶉
騰

　
　
．
い
、
ま
た
必
ず
解
消
で
き
る
も
の
に
違
い
な

　
　
い
。
そ
の
こ
と
は
現
代
の
人
間
な
ら
ば
誰
で

…榊

と
も
一
‡
零
・
◎
零
＆
零
…
‡
零
；
直
▼
薯
6
■
ら
■
6
零
…
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ら
～
■
◎

，
を
重
ね
て
、
い
ず
れ
も
適
切
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ま
き
な
が
ら
も
喜
ぶ
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
根
本
の
依
り
所
と
す
る
『
法
華
経
』

に
、
差
別
言
語
と
み
る
べ
き
用
語
が
存
在
す

る
の
も
、
た
し
か
な
事
実
で
あ
っ
て
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
勧
学
院
の
院
議
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
い
、
学
習
し
た
こ
と

も
有
益
で
あ
っ
た
と
思
う
。
次
に
ま
た
、
従

来
出
版
さ
れ
た
布
教
資
料
そ
の
他
の
文
書
の

中
に
、
妥
当
で
な
い
言
語
の
あ
る
も
の
は
、

”のの　
●ゆ“　一　一””

　
　
　
　
　
　
　
…
；
奪
6
●
◎
◎
1
‡

問
題
だ
、
と
い
う
こ
と
は
充
分
承
知
し
て
お

り
な
が
ら
、
進
ん
で
こ
れ
に
取
組
も
う
と
は

し
な
い
、
そ
う
い
う
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
と
思
う
。
そ
の
原
因
は
も
と
よ
り
い
ろ
い

ろ
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
何
か
言
う
と
揚
足
を

と
ら
れ
た
り
、
変
に
誤
解
さ
れ
た
り
し
て
そ

の
結
果
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
々
に

ま
で
、
大
変
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
？
と
い
う
よ
う
な
心
配
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
そ
う
い
う
点
を
憂
慮
す
る
余
り
、

灘
懸
鞭
鑛
雛
鑛
灘
難
灘
鑛
鑛

”ψ
9
孝
‡
・
1
二
二
奄
念
…
◎
噺

も
知
っ
て
お
り
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
は
ず

で
あ
る
が
、
事
実
は
多
く
の
人
々
の
真
剣
な

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
途
な
お
楽
観
を

許
さ
な
い
。

　
わ
が
天
台
宗
に
お
い
て
も
、
つ
い
近
頃
に

な
っ
て
か
ら
、
あ
る
地
方
の
一
部
寺
院
で

「
差
別
戒
名
」
が
発
見
さ
れ
、
ま
る
で
他
人

事
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
わ
れ
わ
れ
を
驚
愕

さ
せ
た
。
さ
い
わ
い
宗
門
当
局
と
当
該
寺
院

の
関
係
者
た
ち
が
、
た
だ
ち
に
真
剣
な
検
討

ま
ず
自
由
な
論
議
を

天
台
宗
叡
山
学
院
教
授

一
一
回
忌
・
訂
正
が
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
の

は
、
も
と
よ
り
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ま
ず

ま
ず
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
応
急

的
処
置
は
で
き
る
だ
け
早
く
終
了
し
て
、
さ

ら
に
前
進
す
る
こ
と
が
、
今
日
の
課
題
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

，
さ
て
そ
れ
に
つ
い
で
常
に
考
え
さ
せ
ら
れ

る
の
は
、
同
和
問
題
は
今
わ
れ
わ
れ
が
直
面

す
る
、
重
大
な
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
決
し
て

他
人
事
で
は
な
い
、
お
互
い
一
人
一
人
の
大

里
　
田
　
寂
　
雲

こ
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
、
今
日
の

社
会
で
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
同
じ
仏
教
の

流
れ
を
汲
む
も
の
と
し
て
、
特
に
宗
門
人
同

志
は
、
そ
れ
こ
そ
腹
蔵
な
く
意
見
を
出
し
合

っ
て
、
そ
の
中
か
ら
今
後
の
具
体
的
な
方
策

を
見
出
す
よ
う
に
、
力
を
合
わ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
議
論
の
課
程
で
は
未
熟
な
意
見

も
陳
べ
ら
れ
よ
う
、
あ
る
い
は
見
当
ち
が
い

の
説
も
出
な
い
と
は
限
ら
ぬ
が
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
逐
一
、
正
し
く
建
設
的
に
批
判
し

…
6
…
1
…
6
…
；
‡
ら
◎
零
●
2
6
…
2
ら

い
て
す
ら
「
誠
忠
の
余
言
な
れ
ば
差
し
構
い
　
　
”

な
し
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
由
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
決
し
て
悪
意
で
言
っ
た
の
で
は
な

く
、
忠
義
一
途
の
思
い
で
熱
心
の
あ
ま
り
、

’
つ
い
つ
い
言
葉
が
過
ぎ
た
も
の
、
と
認
あ
ら

れ
る
場
合
に
は
、
　
（
言
葉
の
過
ぎ
た
こ
と
自

体
は
、
よ
く
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
）
あ

え
て
智
め
立
て
ば
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ

難
鰭
猫
幡
羅
犠
脳
三
三
．
　

う
、
よ
－
よ
－
心
が
け
た
い
も
の
で
あ
ゑ
　

　
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
疑
心
暗
鬼
に
お
ち
い

り
、
も
の
い
え
ば
唇
寒
し
と
か
、
さ
わ
ら
ぬ

神
に
崇
り
な
し
、
な
ど
と
敬
遠
し
て
「
対
岸

の
火
災
」
視
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
時
日
を

経
過
し
て
も
そ
の
割
に
は
、
見
る
べ
き
進
展

は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
遠
い
将
来
に
か
け
た
夢
で
は
な
く

て
、
お
そ
く
も
二
十
一
世
紀
に
は
「
差
別
」

を
持
．
ち
越
す
ま
い
、
と
誓
う
か
ら
に
は
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
”
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長
　
谷
　
川
　
正

　
こ
れ
は
、
去
る
六
月
十
日
の
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
に
お
け
る
長
谷
川
正
浩

二
仏
顧
問
弁
護
士
の
講
演
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
税
制
の
抜
本
的
な
改
正
が
叫
ば

れ
て
い
る
今
、
宗
教
法
人
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
な
の
か
。
今
回
と
次
号
は
法
律

相
談
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
特
別
記
事
を
掲
載
す
る
。
　
（
文
責
編
集
部
）

　
今
回
の
税
制
改
正
問
題
で
重
要
な
こ
と
は
、

最
近
、
宗
教
法
人
を
他
の
公
益
法
人
と
分
離

し
て
考
え
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
一
見
、
宗

教
法
人
を
保
護
す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

実
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
、
た
と
え
ば
、
金
融
収
益
へ
の
課
税
問
題
に

つ
い
て
、
通
常
め
財
団
や
学
校
法
人
の
収
益

に
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
課
税
を
さ
れ
る
と
、

そ
の
部
分
だ
け
確
実
に
事
業
が
縮
少
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
数
字
に
よ
っ
て

明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
こ
と
は
、
宗
教
法
人
に
も
い
え
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
こ
れ
だ
け
課
税
す
る
と
こ
れ
だ

け
宗
教
活
動
に
障
害
が
お
こ
る
と
い
う
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ら

タ
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も

宗
教
法
人
の
場
合
、
そ
の
活
動
は
金
融
資
産

収
益
と
と
も
に
檀
信
徒
の
布
施
に
よ
っ
て
も

さ
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
関
係

は
宗
教
法
人
の
種
類
．
、
規
模
や
運
営
方
針
そ

の
他
に
よ
り
千
差
万
別
で
す
。
で
す
か
ら
、

課
税
さ
れ
る
と
ど
れ
だ
け
活
動
が
低
下
す
る

か
と
い
う
こ
と
を
全
体
と
し
て
数
字
に
表
わ

す
こ
と
は
不
可
能
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
課

税
さ
れ
れ
ば
、
活
動
の
低
下
は
他
の
社
団
や

財
団
と
同
じ
よ
う
に
確
実
で
す
。
し
か
も
行

革
で
ま
す
ま
す
公
益
法
人
の
社
会
的
使
命
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
公
益

法
人
の
な
か
で
一
番
数
の
多
い
宗
教
法
人
と

し
て
は
、
他
の
法
人
と
と
も
に
、
．
公
益
法
人

全
体
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
学
校
法
人

や
そ
の
他
の
財
団
、
医
療
法
人
等
と
分
断
さ

れ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
だ
い
た
い
、
既
成
教
団
の
金
融
収
益
へ
課

税
を
し
て
み
て
も
、
そ
ん
な
に
税
金
が
と
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
思
う
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
宗
教
法
人
と
い
う
の
は
外
か
ら
見

る
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
面
が
非
常
に
多
い
。

し
か
も
、
国
税
庁
が
発
表
し
た
資
料
を
う
の

み
に
し
た
新
聞
報
道
な
ん
か
が
、
一
般
世
論

を
あ
お
っ
て
い
る
状
況
で
す
と
、
あ
ま
り
担

税
力
（
税
金
を
担
う
力
）
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
宗
教
法
人
の
金
融
収
益
に
課
税
し

　
　
　
　
　
　
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ざ

）
　
　
　
　
　
る
を
得
ま
せ
ん
。

上
税
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、
す

（　
　
　
　
　
　
べ
て
中
小
企
業
な
み
の
三
十
ニ
パ
ー

　
　
　
　
　
　
セ
シ
ト
ぐ
ら
い
に
し
た
い
と
い
う
ふ

止
口
　
　
　
　
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

、
マ

　
　
　
　
　
　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
政
府
の
税
調
、

　
　
自
民
党
の
国
会
議
貝
や
代
議
士
の
先
生
の
な
か

　
　
に
も
考
え
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
か
ら
、

　
　
我
々
は
今
後
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

　
　
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
た
だ
単
に
不
公
平
税
で

　
　
は
な
い
と
か
、
税
金
が
か
け
ら
れ
る
の
は
い
や

　
　
だ
と
か
い
う
よ
う
な
感
覚
的
な
こ
と
だ
け
で
は

　
　
対
処
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
課
税
し
て
は
い

　
　
け
な
い
の
か
、
と
い
う
理
論
を
構
築
し
な
け
れ

　
　
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が

　
　
非
常
に
弱
い
の
で
す
。
私
は
、
宗
教
法
人
に
課

　
　
税
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
理
論
は
存
在
す
る

　
　
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

　
　
と
が
考
え
ら
れ
る
か
、
私
な
り
に
考
え
て
き
た

　
　
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

　
　
　
私
が
考
え
る
に
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
宗

　
　
教
法
人
を
含
む
公
益
法
人
に
お
い
て
は
基
本
財

　
　
産
の
処
分
や
運
用
に
関
す
る
収
益
に
対
し
て
は
、

　
　
課
税
を
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
こ
の
原
則
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
だ

　
．
と
思
う
の
で
す
。

　
　
　
基
本
財
産
と
は
、
あ
る
目
的
の
も
と
に
積
み

　
　
立
て
ら
れ
た
財
産
、
財
団
や
宗
教
法
人
で
い
え

　
　
ば
基
本
金
で
す
。
お
寺
で
い
え
ば
本
堂
や
庫
裡
、

　
　
鐘
楼
、
山
門
、
仏
堂
な
ど
で
す
。
こ
う
い
う
も

　
　
の
を
処
分
し
た
り
利
用
し
た
り
t
た
収
益
に
つ

　
　
い
て
は
、
主
に
宗
教
活
動
か
ら
入
っ
て
く
る
収

　
　
益
で
す
か
ら
税
金
を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
宗
教
活
動
で
は
な
い
場
合
で
あ

っ
て
も
税
金
を
か
け
な
い
こ
と
が
原
則
だ
と

思
い
ま
す
。
基
本
財
産
か
ら
の
収
入
で
法
人

を
運
営
す
る
の
が
、
一
番
安
全
な
や
り
方
だ

か
ら
で
す
。
基
本
財
産
の
処
分
と
は
本
堂
や

庫
裡
を
売
却
し
た
時
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

こ
れ
は
現
在
で
も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
基
本
財
産
の
運
用
の
収
入
の
中
の
典

型
的
な
も
の
が
金
融
資
産
収
益
で
す
。
こ
れ

は
現
在
課
税
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に

課
税
し
よ
う
と
い
う
議
論
も
ま
た
今
盛
ん
で

す
。
境
内
地
や
宅
地
、
本
堂
や
庫
裡
、
会
館

な
ど
を
第
三
者
に
貸
し
て
賃
料
を
も
ら
う
。

こ
れ
は
基
本
財
産
の
運
用
収
益
で
す
が
、
こ

の
場
合
は
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
不
動
産
賃
付
業
や
駐
車
場
，
業
に
あ

た
る
場
合
で
す
。
ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
か

ら
は
席
貸
業
と
し
て
課
税
さ
れ
る
場
合
も
で

て
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
本
堂
を
お
葬
式
に

借
す
と
、
席
貸
業
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
本

堂
を
た
と
え
他
宗
派
の
お
坊
さ
ん
、
他
宗
派

の
診
葬
式
に
聾
す
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
家

と
い
う
観
点
か
ら
の
よ
し
あ
し
は
別
と
し
て
、

こ
れ
は
基
本
財
産
の
運
用
か
ら
の
収
入
で
、

し
か
も
、
財
産
の
極
め
て
安
全
な
運
用
の
は

ず
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
基
本
財
産
か
ら
の

収
入
は
、
「
本
来
の
活
動
に
し
か
使
え
な
い
わ

け
で
す
。
で
す
か
ら
私
と
し
て
は
沸
こ
の
よ

う
な
安
全
で
確
実
で
あ
る
よ
う
な
も
の
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
金
を
と
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な

い
と
思
う
の
で
す
。
・
　
　
　
　
（
つ
．
つ
く
）
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主催仏全

囲
碁
大
会

来
月
六
日
！

ぜ
ひ
ご
参
加
を

　
参
加
希
望
の
方
は
、
A
（
五
段
以
上
）
、
B

（
三
・
四
段
）
、
C
（
初
・
二
段
）
、
D
（
一
級
以

下
）
、
E
（
五
級
以
下
）
の
ク
ラ
ス
を
選
ん
で
全

仏
国
際
文
化
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

日
　
時
昭
和
六
十
一
年
十
月
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

会
　
　
場

参
加
資
格

参
加
費

競
技
方
法

審
　
　
判

申
込
締
切

真
宗
大
谷
派
・
枳
殻
邸
（
京
都
）

全
期
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

一
万
円
（
昼
食
・
懇
親
会
費
等
含

む
）オ
ー
ル
互
先

藤
田
梧
郎
六
段

昭
和
六
十
一
年
九
月
三
十
日

　
訂
正
　
前
号
、
暑
中
広
告
の
曹
洞
宗
宗
務
庁

の
記
事
に
お
い
て
、
「
管
長
　
梅
田
信
隆
」
を
誤

っ
て
、
「
管
長
　
丹
羽
廉
芳
」
と
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
つ
つ
し

ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

?
｣
9
壷
局
｛
録
筆
義

〔
七
月
〕

　
一
日
　
曹
洞
宗
差
別
戒
名
法
要

　
二
日
　
第
三
回
同
和
委
貝
会

　
三
日
　
日
高
連
税
制
特
別
委
員
会

　
　
　
　
文
化
会
議
運
営
委
員
会

昭
和
六
十
一
年
九
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
九
月
号
第
三
二
一
号

　
八
日

　
十
日

＋
六
日

＋
七
日

　
十
八
日

二
十
一
日

二
±
一
難

二
＋
四
日

二
＋
五
日

三
＋
日

〔
八
月
〕

　
四
日

　
五
日

　
六
日

　
　
八
日

　
十
九
日

　
二
＋
日

二
＋
二
日

二
＋
六
日

二
＋
七
日

二
＋
八
日

二
＋
九
日

局
内
会
議
・
都
民
お
盆
ま
つ
り

第
四
回
同
和
委
員
会
・
法
律
相
談

皇
宗
連
税
制
特
別
委
員
会

第
五
波
基
本
法
中
央
集
会

基
本
法
で
自
民
党
へ
要
請

基
本
法
実
行
委
員
会

局
内
会
議
・
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
王
子
謁
見

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

常
務
理
事
と
同
和
委
貝
と
の
協
議

会
・
法
律
相
談

第
二
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委

員
会
基
本
法
実
行
委
員
会

局
内
会
議

基
本
法
実
行
委
員
会

基
本
法
実
行
委
貝
会

公
益
法
人
説
明
会

靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請

書
提
出

基
本
法
準
備
委
員
会

基
本
法
実
行
委
員
会

日
曝
連
税
制
特
別
委
員
会

局
内
会
議

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
展
」
開
会

セ
レ
モ
ニ
ー

日
脚
連
税
制
特
別
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

第
五
回
同
和
委
員
会

臨
済
宗
大
徳
寺
派
訪
問

法
律
相
談

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
発
会
式

生
活
は
、
体
温
。

●

ゆとり、ふくらまそうね。中期国債ファンド

金も、上手に活かすなら、ひとまずは中期国債ファンドへ。夢がゆとりがふくらみます』弾みます。　　　5（03｝27研3181（代表1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崇中期国債ファンドの設定・運用は、山一投信委託　楽お申込みの際は受益証券説明書をご覧ください。

発
行
人
　
野
　
口
　
善
　
雄
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

電
話
　
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

艦

一8一

r　　　　　，　　　｝　　　可　　『　　　一　曹　　　　’「　
辱

　　　＿　　f『「
｝　　　　　　　　　　河「

　　　　一　　弱　　■　ρ噌甲


